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４  新発田市の地域公共交通に係る課題
　新発田市の地域特性、人口動態及び移動実態などの社会状況、各種調査結果や関連するまちづく

り計画、さらに公共交通の現状を踏まえて考察すると公共交通を取り巻く課題は、大きく 9点に整

理され、これらの課題解決に向けた取組が必要となります。

課題１　交通弱者の日常生活の移動手段の確保

　日常生活において、通院、通学や買い物などの目的で市街地中心部への移動ニーズが高くなって

います。主な移動手段は自家用車となっていますが、今後ますます高齢化が進むことが予想され、

自家用車を運転できない高齢者や障がい者、高校生等の交通弱者の移動手段を確保する必要があり

ます。

課題２　周辺地域と市街地中心部を結ぶ移動手段の確保

　現在の新発田市の主要な施設（公共施設、商業施設、医療機関等）は、市街地中心部に集積して

いることや、新発田駅で乗り換えることで市内外に向かうことができることから、周辺地域から市

街地中心部への移動ニーズが高くなっています。そのため、周辺地域と市街地中心部を結ぶ移動手

段を確保する必要があります。

課題３　地域特性や移動ニーズに応じた公共交通の見直し

　人口減少や少子高齢化などを背景に、各地域における公共交通の利用ニーズが変化しているとと

もに、公共交通機関の利用者数の減少に伴う経営状況の悪化により、ネットワークの維持確保が困

難になってきています。公共交通空白域のさらなる拡大に歯止めをかけるため、地域特性に応じた

公共交通の見直しが求められています。

課題４　市街地中心部における移動手段の維持・向上

　中心市街地の空洞化を抑制するため、都市機能施設の誘導を図り、まちの活性化、都市拠点の機

能の向上を図る観点から、多くの施設が集積する市街地中心部の移動手段として、市街地内の回遊

性を高める利便性の高い公共交通が求められています。

課題５　近隣市町との連携による地域の活性化

　人口減少や少子高齢化が進行している中、暮らしやすいまちを維持するには、近隣市町と連携し

ながら、圏域全体の活性化を図っていく必要があります。公共交通においても、圏域における移動

を支える交通手段の再編整備を図り、効率的なサービスを提供することが必要です。
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課題６　交通結節点における機能の向上

　新発田駅は市内の公共交通が全て乗り入れている交通結節点となっており、周辺施設との連携を

図りながら、鉄道、バス等の待合環境や乗継ぎ環境等の利便性向上を図ることで、さらに結節点機

能の向上を図る必要があります。

課題７　公共交通を利用しやすい環境整備

　「乗り方がわからない」「乗継ぎがわかりにくい」などの抵抗感から公共交通機関を利用しない方

が多くいます。そのため、公共交通の利用に対する不安感を取り除き、潜在的な利用者にも利用し

てもらえるような環境整備が必要です。

課題８　地域がつくり、支える公共交通の構築

　住民との協働により見直しを行った地域においては、バス利用に対する満足度が高くなっており、

多くの地域住民にバスが利用されています。事業者路線の多くは採算がとれず、将来にわたっての

公共交通の確保が難しくなっている中、地域が自ら考え、つくり、支える公共交通の構築が求めら

れています。

課題９　公共交通の維持に向けた意識の醸成

　限られた財源の中で公共交通を維持していくためには、利用実態に応じた効率的な運行が求めら

れています。また、公共交通の価値や必要性を再確認することで、利用しようとする機運を高める

とともに、自家用車から公共交通機関利用への転換を促すことが必要です。


